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先週のマーケット動向（2月 26日～2月 29日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,330.0  1,338.0  1,329.7  1,331.5  +0.5 

JPY/KRW 8.8407  8.9140  8.8372  8.8903  +0.054 

KOSPI 2,657.35  2,659.60  2,619.38  2,642.35  ▲25.35 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場はレンジ推移。週初 1,330.0ウォ

ンでオープンしたドル/ウォンは終始狭いレンジでの推移。

29日に控える米 PCEデフレータへの警戒感もあり値幅は限

定的だった。27 日も同様に小動きとなるも、28日終盤にド

ル/ウォンは上昇。取引材料に欠ける中で月末にかけた輸入

企業の決済需要によりドル買いが進んだ。一方、高値圏で

は輸出勢によるドル売り意欲も確認され上値は押さえられ

た。29日はアジア時間に米金利が低下する動きにじりじり

と下落推移。ドル/ウォンは先週末比+0.5ウォンの 1,331.5

ウォンでクローズした。 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは軟調推移を予想。月末の米PCEデフ

レータは市場予想通りでインフレ減速が意識される中、月

初のISM製造業指数やミシガン大消費者マインド指数など

米経済指標は弱含みドル売りとなった。今週も米指標発表

が続く為、これらの内容を見極めながらの推移となろう。

ここ2週間程1,330ウォン付近を下値にサポートされる展開

が続いたものの、旧正月を終えた海外需要の回復による輸

出実需の増加も予想され、緩やかにドル/ウォンは下落す

る展開を想定する。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1320 ～ 1350 8.75  ～ 9.05  148.5  ～ 151.5  

 

 

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

今後の予定 

 

5日(火) 米 1月 耐久財受注 確報値
米 2月 サービス業PMI 確報値
欧 2月 サービス業PMI 確報値
米 1月 製造業受注 
米 2月 ISM非製造業景況指数 
中 2月 総合PMI 
中 2月 サービス業PMI 
日 2月 東京都区内CPI 
韓 4Q GDP 速報値

6日(水) 韓 2月 CPI 
米 2月 ADP雇用統計 

7日(木) 欧  ECB 政策金利発表 
8日(金) 日 1月 国際収支 

欧 4Q GDP 確報値
米 2月 非農業部門雇用者数 
米 2月 失業率 
韓 1月 国際収支 


